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本書は、平成５年度から平成７年度の文部省科学研究費一般（Ｃ）「中世イラン

国家の支配構造」の成果報告書である。この報告書はこの間の研究成果を包括的に

提示するのではなく、本件のテーマにかかわる研究で、これまでに発表せず、また、

このままの形では別の機会に公表する予定のないものを公刊したものである。配布

の形態については、従来の印刷した冊子の形態であるハードコピーは最低限とし、

フロッピーおよび電子メールによる配布も行う。また、弘前大学人文学部では、Ｗ

ＷＷ上にホームページを作成上であるので、インターネットによる公開も検討して

いる。

なお、このテーマ全体にかかわる研究の報告は、この科学研究費によるものとよ

らないものにかかわらず、別途出版を計画中である。



目次

始めに

文献目録

カラコユンルのオグズ・ナーメ

（『トルコマン史』より関連音【

１

（『トルコマン史』より関連部分テキスト抜粋と翻訳）

アクコユンルのオグズ・ナーメ

『デイヤールパクルの書』より関連部分テキスト抜粋２

２

（『ディヤ より関連部分テキスト抜粋と翻訳）

表

宝･.時悪刃＝



始めに

１１世紀以来、中央アジアから、西アジアに移住したトルコ民族は､『デデ・コル

グト』や『キォルオウル』等の優れた文学作品を生みだした。これらの作品が漠然

とした過去、前者においてはそれほど遠くない、後者においては、時間を示すこと

のできない伝説的過去における出来事として、語られるのに対し、時間と前後関係

の明示される歴史としては、それとても我々が今日考える歴史ではなく、神話、伝

説に近いものではあるが、一連の「オグズ・ハン物語」がある。トルコ族が西アジ

アに移住してからの主題設定に基づく『ダーネシュマンド物語』や『サルトゥク物

語』に、対し「オグズ・ハン物語」は、最も古いヴァイアントとして中央アジアで

記されたウイグル語テキストを持ち、ペルシャ語訳テキストにおいてもアダム以来

のトルコ族の歴史全体を提示する点において、イスラーム化したトルコ民族の神話

といってよいであろう。

しかし、西アジアに入ったトルコ民族が建てた最も初期の王朝、ガズナ朝とセル

ジューク朝の記録は、この物語について沈黙している。「オグズ・ハン物語」の完

全な姿を目にすることができるのは、やや時代が降ったイルハン国の時代、ラシー

ドッディーンの『集史』においてである。ラシードッディーンは、１４世紀初頭『集

史』「部族誌」および「オグズ・ハン紀」においてこの物語を記述し、－世代下が

った、ムスタウフイーの『選史』においてもこの伝承を知ることができる。オグズ

・ハンの治績に関するイルハン国の伝統は、チムール朝やシヤイバーニー朝へとの

受け継がれた。１９世紀の始めには、ユーロッパにおいても「オグズ・ハン物語」の

存在が知られていて、『集史』「オグズ・ハン紀」については、ヤンのドイツ語訳、

トガンのトルコ語訳、シュクーロヴァのロシア語訳が既に発表されている。我国に

－１－

へｑ

￣■●

●-'￣



おいては、本田實信、小山皓一郎が共著で「オグズーカガン説話Ｉ」を発表し、ウイ

グル語で書かれたオグズーカガン伝説、『集史』「部族誌」および『選史』のオグ

ズ・ハン物語を和訳した。後に、筆者も加わって、『集史』「オグズ・ハン紀」の

和訳に入ったが、中断されている。

さて、モンゴル帝国成立以後、トルコ民族特に、ここで扱う伝説的人物を名祖と

するオグズ系の諸種族の主たる活動の舞台となったのは、アナトリア、シリア、ジ

ャズィーラであった。この地域から勃興した主要勢力は、オスマン朝、カラコユン

ル朝、アクコユンル朝等であるが、最も西方へ移住したオグズ種族であるオスマン

朝は、オグズの子孫でセルジューク朝を建てたカイ族の出自を主張したが、ヤズジ

ュザーデ（ヤズジュオウル）・アリーの年代紀には、「オグズ・ナーメ」が含まれ

ていることが知られている（濱田正美「トルコ」『アジア歴史研究入門４』、同朋

舎、昭和59年、679頁）が、ヤズジユオウルの記事はシユキユーロヴァの引用によっ

て判断する限りではラシードッデイーンの記事に近いと思われる。一方、カラコユ

ンル朝〈アクコユンル朝の「オグズ・ハン物語」については、管見の限り、内容の

紹介も研究も行われていないようである。

ここでカラコユンル朝の「オズグナーメ」の資料としたのは、『トルコマン史』

のカラ・ユースフの祖先の記述の一部である。『トルコマン史T目rTkh-iTurkm目niy

e』は、カラコユンル朝のカラムハンマド、カラユスーフの事績について述べるほと

んど全く日付を書く歴史書で、大部分はカラユスーフの曾孫でインドでクトゥブシ

ヤーヒー朝（1612-1626年）を起こしたスルタンクリ・クトウブ・アル・ムルクの事

績に関する記事である。著者はマフムード・イブン・アブドッラーフＭａｂｍｄｂ．

'Abdull目hNish5pDrTである。唯一の写本は、インデイア・オフィス（3032番。エ

テのカタログでは、，573番）本で、これは1881年にローバク（Roebuck）大佐所有写

本から筆写したものであるが、ここでは東洋文庫所蔵マイクロフィルムからのコピ

ーを用い、写本写真コピーと訳文を左右対照した。ニシャプーリーは、「オグズ．
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ハン物語」の資料として、『世界征服者の歴史T目rTkh-iJah目n-gush5』を掲げてい

る。『世界征服者の歴史』は、アラーツディーン・アタマリク・ジュヴァイニーの

ものが有名であり、後代のものでは、『ナーディル・シャーの世界征服者の歴史T5

rTkh-iJah目n-gush目-ｉＮ目diri』があるが、ここで言うのは、『ティムールの世界征

服者の歴史T目rikh-iJah5n-gush目-iTimdrT』即ち、シャラフッデイーン・アリー・

ヤズデイーの『勝利の書Zafar-N目me』であろう。タシユケント写本では、１８枚表か

ら20枚目裏にわたっている。ミノルースキーVNinorskyは、ニシヤプーリーが直接

にしる間接にしる資料としたのは『集史』であろうとしているが、三者のテキスト
を比較してみると必ずしもそうとは言えない。

アクコユンル朝の「オグズ・ハン物語」を示す資料としたのは、テフラーニー

AbdBakr-iTihr百ｍの『ディヤルバクルの書Kit目b-iDiy5rbakriya』である。同書

はイランのイスファハン出身で、テイムール朝、カラコユンル朝に仕官し、最後に

アクコユンル朝に仕えた作者が、１５世紀の末にアクコユンル朝ウズン・ハサンの命

により執筆した歴史書である。使用したテキストは、ファルク・シュメル校訂本で

ある。これも、シュメルのテキストと試訳を左右対象とした。
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１カラコユンルのオグズ・ナーメ

（『トルコマン史』より関連部分テキスト抜粋と翻訳）

ｆ,１７，ｌｅｆｔ

『世界征服者の歴史T5rTkh-1Jah5n-gush5』の著者は、この人々の中で、イスラー

ムの飾りを装飾し、イスラームの光を真の寺院から照らしたのは、カラ・ハンの息

子のオグズ・ハンロｇｈｕｚＫｈ５ｎｂ・Ｑａｒ５Ｋｈ目ｎであったと述べている。カラ・ハンは、

先祖代々、ノアNDh、彼の上二平安アレカシ、の息子のヤペテY5fethの時代から統治

者であった。彼の偉大な祖先の各人の情報は、先に述べた詳細な書物に記されてい

るとおりである。この偉大で由緒ある家のハン達の一人カラ・ハンの支配と統治の

日々に、－人の息子が生まれた。父はこの祝福された子供を見て大変喜んだ。
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f､18,right

彼はふさわしい人々に贈り物を遣い、喜びの太鼓が空のドームの下に響きわたった。

しかし、この祝福された子供は三日の間、母の乳房を退け、乳を飲まなかった。毎

晩その妃は、夢の世界で、自分の愛し子を見た。雄弁な口調、甘美な言葉で、その

子供は母親に語った。母よ、異教と邪教の道からイスラームの清浄な宗旨に向かわ

なければ、心の圧迫の場所を幸せの光りに、信仰に向かわせなければ、私は、汝の

乳房を口に含まない。不信心と偽善の泉から流れでる乳を唇につけない。その妃は

最初と二日目の夜に、夢を幻のもたらしたものと思った。この有り様が繰り返され

たので、彼女は恐れ、心を悩ました。ついに隠れた方（ghaib）、正しく導かれた方

（mehdi）の介助けで、確信をもって、彼女が一人でいた時に、口を導きの言葉に対

して開いて、イスラームの人々の連なりの中に入った。しかし、イスラームとムス

リムであることは、外には出せなかったので、彼女は、この事を秘密にした。

物語

彼女が、誓った後、その弱き、大層祝福された子供は、乳房

－１１－
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f､１８，ｌｅｆｔ

を手に取った。後に、一歳になると、

彼の頭の高さは、賢こさから

高く、星に達した。

美しさの完全さと顔の美しさにおいて、際だった、素晴らしいものがあった（中略）。

祝福される幸福に、注目され、

彼の目の中に瞳は太陽と月になった。

水と土によって飾られた、彼のそれは、

神の刻印である。心と命の中に｡

古い時代,モンゴル人MoghDlの習慣は、－歳にならない子供には名前をつけないと
いうものであった。

物語

習いとなっている習慣にしたがって、カラ・ハンは、大宴会を命じ、王者にふさわ
しい宴の命令を下した。彼は人々の大身な者達、名高い者達、将軍達をこの祝宴に
出席させ、祝福された子供に、我が子は一歳になった、どんな名前をつけようかと
尋ねた。その祝福された子供は、いと高くおわします神（haqq）の、彼二、栄誉ア
レカシ、力によって、答えた。我が名は、オグズとすべし。

－１３－
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童が一歳になり、私の名前を

オグズとつけるべしの言葉に、

人々は、彼の言葉を聞いた時

彼の業に驚いた。

見た事に驚いた、

一歳の子供が話し、聞いたので。

ｆｌ９,right

王子の命名は、語られたとうりに決定された。

物語。

彼が成人に達して、美しくなった（tamizrasTd）時、カラ・ハンは、自分の兄弟

の見目麗しいことたぐいのない娘を、彼と夫婦の契りの糸に結んだ。しかし、この

娘はイスラームには無知であったので、二人の間にはさほどの愛情や喜びは生じな

かった。いつも、離れていて、別々に眠った。カラ・ハンはオグズ・ハンが自分の

妻を気に入っていないことを知ると、別の兄弟の娘を彼のために求めた。二番目の

妻もイスラームの外にあったので、オグズ・ハンは、彼女も気に入らなかった。カ

ラ・ハンはこのことで、悲しんだ。彼の兄弟であるウール・ハンロｒＫｈｍの娘を求

めようと思ったが、ためらった。偶然、神様のお決めで、ある曰、オグズ・ハンは、

狩から戻ったが、ふとウール・ハンの娘に目を留めた。

その娘をば、水辺において眺めけり

衣服を洗う人々の上に、誇り高く歩いていた。

オグズ・ハンは彼女に言った。私の言葉を聞いて、イスラーム教徒になるのなら、

1５
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ｆ､１９，left

お前と結婚してやろう。そして、他の妻よりも愛そう。

妻は彼の幸せの言葉を聞くと

唇の中で、こんな返事を与えた。

私があなたのものになったら言いつけは、聞きますわ。

私は、貴方の約束は違えないわ。

オグズ・ハンは、彼女の言葉を聞くと父母に彼女を求める事をせかせた。カラ．ハ

ンは大いに喜んで、嬉しさに言葉もなかった。帝王にふさわしい酒宴と皇帝にふさ

わしいい宴の飾りの後で、二人の間に結婚の契りが結ばれた。彼らの間には、大き
な愛情が結ばれた。夜も昼も、お互いに

４

唇と唇を重ね、口を口に、

ひとつのアーモンドの中の二つの種のように。

寝台の上で喜びをおこなって、以前の妻たちに長い憎しみ、嫌悪、敵意を抱かせた。
彼らは、陰謀の帯を悪意、偽りの腰に巻いた。虚偽の手を敵意で強くした。

万能の神の恵みが、妻の上にあれかし、

どのような悪も、妻からで、彼からではない。

悪の原因は、女達にあり、

女のなかには、損害がある。

ある日、オグズ・ハンは、狩に出かけていた。カラ・ハンは、皇帝にふさわしい

宴会の準備をおこなっていた。二人の災い女は、一緒に彼のもとへ行った。そし

1７
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f､２０，right

て、上下こもごもの人々からなる宮廷で、オグズ・ハンは父祖、先祖の宗旨、信仰

から逸れ、偶像礼拝を拒絶しました。イスラームの上で飾られ、私達にも真の宗教

を勧めました。私達は、三番目の妻とは異なり、このことを断りました。彼は私達

を嫌い、自分のムスリムの妻と固く結びつき、鍬のくびきを共通の秘密、同じ信仰

をもち彼と共にありますと言った。カラ・ハンはこの言葉を聞いて、柳の枝のよう

に震えた。自分の一族や身近なものに息子のオグズを叱責、非難した。直ちに、彼

の騎行の仲間であった人々と共に、息子を狙って狩場へ向かった。オグズ．ハンが

我々の勇者と同行し、イスラームの外貌で飾っているので、我々の信仰、習慣から

顔を背けたので、彼を狩場に連れて行かねばならないと言って。彼のムスリムの妻

は、状況を知ると、急いで、使者を夫の方へ出発させ、彼に状況を知らせた。この

、
、

は
間

－１９－



騨鮴“･砿

写艸，毬ﾙｭ

鐸|j'6,=｣,j歩)j'し些凌'12Ｗ琴､咳
屯 ●●ｓ

竺・Ⅲ!（」脚呼修つ ‐

Ｌ彬鍜'一Ｉｊｉｊ,１Ｗ”必,fUA:`'､`IＷ
ｌ

断り例獅４Ｍつ１４１`鋤の
、

｡●

●

●

〃''／

ころ似ii:,,･妙〃′粋
●●

ﾉﾉ仏ｊ１イラゴヒと．ごロ!'(〃
●●

￣～
●●

〆．

」ご既'三』
。．．：

rい'，《ル｣妙
●●

妙(ルタ''

ルル， ＱＵＩﾉﾆﾙﾉｗ〃-ﾆｰﾑf：r山ノ
。●●●学●

￣

〃，沙･劇拠川（し沙'”

－２０－



f､２１，ｌｅｆｔ
DＰ

カラ・ハンは狩場に到着した。オグズ・ハンは波の様な軍隊で、四方八方から取り
囲まれているのを知った。何処にも逃げる方法は見つからなかった。彼は堅固な山
と安全な川に挟まれれて、罪を避ける手を神の前に打った。尊厳な歩みを固く踏み
しめ、戦場に向かい、戦闘の準備をおこなった。両軍は、広い場所、戦場に陣を置
いた。両方の戦士、双方の勇士は勇敢に戦い始め、突いたり、打ったりする道具を
使った。

彼らは共に狩の平原に来た。

オグズには戦うより仕方がなかった。

二つの軍隊は入り交じりあった。

鉄から炎があがるほど。

長い奮戦と争いの後、勝利の風はオグズ・ハンの奇跡の勝利の旗の上に吹いた。不
信心者の旗印は、打ち壊された。彼の僕は散りぢりになり、川辺に逃げ去った。カ
ラ゛ハンは、その戦場にいた大部分のものと同じく殺された。剣を捨てたものは命

を許された。オグズ・ハンは、勝利の軍隊を光栄あり偉大な神のもとに急がせた。

－２１－
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f､２１，right

軍隊の長達は彼のもとに急いだ。遜り頭を服従の大地の上に置いて、命の安全を求
めた。

物語。

人々は、義務的にオグズ・ハンヘの服従の奉仕のくびきを命の首につけた。多く

の人々は、波で一杯の海のように、彼のカリフ権（khil目fatash）のもとに口づけす

る栄誉に浴して、イスラームを受け入れて、誓いをおこなった。真の信仰の地位の

高さの衣を着た。その結果、その人々のあらゆる者が、輝かしい信仰の栄誉に頭を
あげた。

物語。

オグズ・ハンのスルタンとカリフの王座が、飾られた時、善政と物語の感謝によ

って、諸王国は彼の所有するところになり、ほほ、中国（0hｍ）の国境は、彼の王

朝の知事の所有に入った。人類の諸民族を身分の高い者も低い者も、彼の命令の証

の時代に、選ばれ、完全な力を得た。各人が自分の地位の程度に応じて、運命の食
卓に喜んだ。彼は自分の支配権の時代に、モンゴルの民と国とを（Tlvaulps-iM

oghpl）集め、住まう場所（manzelatT）を定めた。人々は移動と祝宴の後その指導

－２３－
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ｆ２１，ｌｅｆｔ

者の援助と威光のために集会を持った｡彼らの問に、モンゴル人の地位が確立され
た。トルコの人々は大勢であり、部族（qabTle）は多く、彼らの種類は数え上げら
れない程であり、一部は川辺に住んでいるが、有る者は村々、町々に分かれて住ん
でいた。しかし、このように名の知れた彼らの大きな諸部族、種族は、以前は12の
部族に分かれていた。そして、その一つ一つが、約10万戸より多かった．この全体
をオグズ．ハンの一族が、統治、支配していた。強力なスルタンであり威勢ある帝
王であり、彼らの偉大さと威光は太陽よりも明るく、イーラーンとトゥーラーンと
ルームを支配したセルジューク朝もオグズ達の-族であった。

物語。

統治の命令が、威光高いその帝王から世代を経て、オグズ・ハンの子孫で、名高
いアミール．カラユースフの六世の祖アミール・トゥール・ベクの（amTrTdrBTk）
代に受け継がれた。（以下省略）

－２５－
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２アクコユンルのオグズ・ナーメ

『デイヤールパクルの書』より関連部分テキスト抜粋と試訳。アダムからウズン

ハサンの１３代前の祖先であるカイドウ・ハンまで（ｐｐｌ２－３０）。

13代、カイドウ・ハン（ＱａｉｄｕＫｈ目、ルムアタツズ、ムスタイン、ムンタスイル、ム

タヴァッキルのカリフの御代、及び１５代続いたガズナ朝の最初がスルタン・マフム

ードであり晩年はホスロー・シャーの時代にアミールの地位にあった（ｓａｂＴｌ－ｉ

ｉｍ目ｒａｔｄ目sht)。

14代、ジヤードルー・ハンＪ目ｄｌｐＫｈ５ｎ・ ヴァースイクとムアタスイムのカリフの

御代、及びブワイフ朝と呼ばれた、最初がイマードッダウラ、最後がアブーアリで

あったダイラム人の時代であった。

15代、シクトゥール・ハンＳｈｉｋｔｐｒＫｈ目n．マームーン、アミーンのカリフの御代、

及びサーマーン朝の時代に。

16代。キプチヤーク・ハンＱｉｐｃｈ目qkhan。彼は高貴さと威光を備えた偉大な帝王で

あった。大征服を行った。大王国をつくった。その中では、ホジェンドからヤンギ

ケントに至るオトラル市、キタイの国境に至るアンディガーンとキプチャーク草原

を征服した。グルジア人のもとにあったアリンジヤクの砦を開いた。また、２０万人

のフランク人を殺した。彼の時代にハールンとハーディーがバグダードのカリフで

あった。

17代。アルターン・ハンＡ１ｔ目ｎＫｈ百ｎ゜彼もまた威勢ある帝王であった。息子達、部

族、氏族を持っていた。多数の征服を行った。常に東方の異教徒と戦争を行った。

キタイの皇帝は彼に拝謁するためにキタイの国境まで来た。彼の王朝はアルターン

の援助によって強力になった。彼の時代にはメフディー・イブン・マンスールがカ

リフであった。

１８代、

いた。

た。

トゥガーン・チュークＴｕｇｈ言ｎＣｈＤｑ。彼の時代にマンスールとサッファーフが

アブームスリムはこの時代に反乱を起こし、カリフ・マンスールは彼を殺し

-２９－



桴
の
（
忌
哩
可
）
公
ぐ
⑥
冒
可
（
⑨
い
・
ご
）
ず
⑨
〕
］
③
》
國
如
Ｌ
Ｌ
ｒ
」
晤

閏
の
（
忌
牌
Ｓ
｝
ず
ご
］
・
〕
】
岸
（
＄
二
〉
”
叱
巨
『
》
ｚ
“
仁
犯
足
戸
ｑ
『

韓
Ｚ
皿
Ｌ
ロ
ー
ビ
ー
・
‐
少
〕
蝕
輌
：
②
抄
局
宅
臼
。
凹
里
・
目
色
Ｃ
碑
目
：
曰
烏
く
⑤
の
⑨
芹
⑤
。
の
⑨
】
〉
感
口

げ
呉
】
晩
】
ロ
ロ
色
辱
目
』
ロ
ロ
●
：
●
蝕
口
唇
け
月
色
侭
曰
円
・

蝉
国
自
砠
昏
房
働
の
α
庁
⑤
①
の
③
】
・
国
自
凹
口
湧
曽
屏
。
：
●
富
。
碑
・
］
』
①
ご
昌
斤
鼬
］
回
騨
斤
‐

］
胃
日
』
曲
Ｈ
四
ｍ
侭
⑦
屋
昌
］
○
吋
（
国
。
、
働
日
①
村
・
碑
田
関
与
鼬
］
⑥
色
目
》
】
目
佇
毎
吋
産
⑦
“
日
。
、
】
富
‐

且
匡
口
⑦
自
日
目
目
目
げ
け
ず
由
匠
型
国
。
■
異
③
ロ
。
⑰
曲
首
“
鰈
的
．
←
単
、
）
．

堰
と
－
し
Ⅲ
Ｉ
Ｆ
七
一
ｎ
Ｆ
Ｌ
霜
し
ご
一
い
Ⅱ
」
化
し
川
呼
‐
蕊
つ
い
と
ｒ
１
ｌ
臆

し躯１掴‐食しふししし｛と『い上や陰一凡ｒｌｆ１Ｈに一Ｌ心ｉ兵自一十や口ＬｌＲ恥

告ＦＬ造」一冊し、腓丸々、－し」し随。Ｌ鴫Ｉ、」Ｌ｛ヘリこいⅡじⅢし０ｍハ」」

し肩し斤樒Ｃ付ｌｈⅢ、し暮ししい、ｌい－し」Ｔ－Ｌｗ－ｈ」（雇Ｖ」」しトー』し↓Ｈ叩．
Ｇ
里
ｈ
い
い
９
映
化
」
し
」
１
，
１
１
に
」
Ｌ
Ｎ
「
Ｇ
一
“
螂
伽
に
い
と
祇
一
」
一
」
し
」
恥
心
」
Ｆ
ｌ

ｉ
ｈ
Ｕ
ａ
“
悩
迺
一
Ｇ
Ｖ
ｒ
卜
ｒ
咄
Ｌ
ｒ
Ｃ
ｌ
」
一
Ｌ
ｈ
い
し
》
↓
卍
と
－
旧
し
－
』
這
召

Ｃでｒｍ６ｌｌ」しいし↓Ⅲくど」丙し原叺」ハⅣ」マートＹ山ＬＣ－しし」Ｌ凶「酔いｈ０し

・
し
協
旧
上
下
一
一
し
、
Ｇ
Ｖ
Ｃ
」
や
し
Ｌ
蝿
と
』
と
Ｇ
」
口

・
し
鼬
や
－
６
』
岻
晋
Ⅲ
煮
」
し
】
Ⅱ
ｒ
し
歪
・
叩
、
し
と
》

し
し
一
心
一
風
嘔
望
肌
胆
↑
し
し
、
い
―
し
解
こ
い
頃
刺
圭

・
し
漣
岸
Ｃ
－
ｆ
甑
違
と
－
６
１
畢
上
適
職
卜
に
駐
痘
昌
盤
祢
」
旧
’
た

ｒ
ｆ
Ｙ
Ａ
し
髄
Ｃ
ｒ
Ｇ
Ｌ
へ
Ⅱ
ｒ
画
一
Ｃ
ｒ
６
」
Ａ
Ｒ
Ｕ
種
一
」
Ｖ
や
原
Ｆ
い
い
里
い
い

八
静
Ｆ
Ｖ
Ｃ
好
罵
Ｇ
ｈ
ｂ
蘇
望
と
一
》
・
Ｆ
Ｃ
Ｆ
し
Ｃ
８
ｉ
１
ｏ
と
忠

」角健一‐埴一・Ｆ＆ＬＬＦし埒八：．．《Ⅲ粍巳一は缶Ⅱ芯Ｖど称飛
・
ｌ
Ｌ
９
１
Ｅ
ｒ
妙
一
坪
○
一
偽
こ
つ
Ｋ
Ｌ
－
ｆ
ｒ
Ｌ
Ｆ
Ｇ
－
ｐ
一
Ｇ
号
円
陸
一
つ
ｒ
－

ｆ
恥
鱗
Ｅ
１
ｆ
、
し
し
姑
』
一
（
収
好
凡
咄
、
一
Ｍ
つ
」
し
し
ｐ
企

と
’
Ⅶ
心
し
戸
し
好
し
行
列

－
』
Ｃ
ｌ

●

堂

⑤

￣

＞

岸
、

】
閏

Ｃ、 8A、



19代、タガーチヤール・ベクＴａｇｈ５ｃｈ５ｒＢｉｋｏウマウヤ朝カリフの時であった。

20代、ユール・クトウルグＹｐｌＱｕｔｌｕｇｈ。彼もまた、ウマイヤ朝カリフの時であった。

21代、アーク・パーリーク・ベクロｑＢ目ｌｌｑＢＴｋｏ５代カリフの幾人かの時代にアミ

ールであった。正統カリフー神よ、彼らに満足あれ_のカリフ権は３０年間であった。

預言者様の命令によれば、「カリフ達は私の後に３人である。そして、彼らの後は

王制（muluk）がある」。４年９カ月、信者達の指導者、イマーム・アル・モッタギ

ーン・アリー・イプン・アブーターリプ－彼の上に平安あれ－．残余は、信者の指

導者ハサンに。

22代、アガルグジー・ベクＡｇｈｒｊｌＢｉｋ。彼もまた５代カリフの時であった。

23代、スングル・ベクSunghurB1k。彼もまた最後の預言者、使徒の長、ムハンマド

・イブン・アブドゥッラーフ・イプン・アブドウルムッタリブー彼と彼の一族に祈

りあれ－の時代であった。彼は、一神教を信じていた、イスラームの教えは、彼に

は届かなかったものの、常に異教徒と戦っていた。彼の臣民、一族、部族は多かっ

た。トルキスターンの国（ｂａｌａｄ）で、７０年間アミールの位にあった。そこから、キ

プチヤーク草原に来た。２０年間そこで夏と冬の牧地を置いていた。その後、アラガ

ツＡｌ５ｋｉｚとゴクチェ・デニーズKukujeDinglz（訳注セヴアン湖）の方に来た。その

辺境で異教徒の軍隊と戦った。いくつかの戦闘で矢傷を受け、神のお召しを受けた。

－３１－
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24代、ビルデイー・ベクＢｉｒｄＴＢＴｋ。彼はカラキタイと中国（ＭａｃｈＴｎ）で、帝王であ

った。異教徒に対し聖戦を行った。アヌーシールヴァーンの時代に正義の王座につ

いた。彼の時代に、預言者様―彼ト彼ノー族二祈りアレカシーがお生まれになった｡
彼の寿命は８７年間であった。

25代、イドリース・ベクＩｄｒｉｓＢＴｋ。彼は知識のある、智恵ある、敬虚な人物であっ

た。クパード・イプン・フイールーズとハーマース・イブン・フイールズの時代に

アミールの地位にあった。彼の支配の長さは４６年で彼の一生は９０歳であった。

26代、

った。

パフラ

マウドゥード・トゥガー

この時、シャープール・

－ムグールが統治を行っ

ンMaudDdrugh目n゜彼は父の後３年間母の胎内に留ま

イブン・シャープール、ヤズドジェルド．イブン．

た。彼の寿命は８４年間であった。

27代、アク・トウガーンriqrugh5n・母親から生まれた時、非常に白かった。このた

め彼のことをアクー（白い）トウガーンと呼んだ。彼の寿命は、９６年であった。彼

の後、パフラーム・イブン・バフラームとナルスィー・イブン・バフラームとフル

ムズ・イウン・バフラームとフルムズ・イブン・ナルスイーが統治した。

28代、イールカーン・ハン71ｋ百ｎＫh百n゜彼は、６１年アミールの地位にあった。この

時代にシャープール・イブン・フルムズとアルダシール・イブン・フルムズが統治
した。

29代、イルケカーンＩｌｋｅＫ５ｎ。彼はキリスト教徒であった。この時代には預言者は

誰もいなかった。彼の時代にササン朝が統治をおこなった。

30代、ビレカンＢｉｌｅｋａｎ。彼は６３年間アミールの位にあった。彼の寿命は120年であ
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彼の時代に預言者イエスとヨハネがいた。彼の時代に洞窟の仲間達が生きて

イエスは彼の時代に現れた。洞窟の仲間達は、イエスの前に309年間洞窟にい

った゜

いた。

た。

31代、シクトウールShiktur。彼もまた敬虚で、信心深かった。ラジーム・イブン・

スレイマーンー彼二平安アレー預言者ザカリヤの時代であった。彼の寿命は６０年で
あった。

32代、バーイ・スングルB5ySunqur。彼には奇妙な事件や物語が多い。彼はトルコ

人とモンゴル人の間では大変有名である。鬼（ｄｌｖ）と妖精（ｐｉｒＴ）を除いて全王国
が彼のものであった。

33代、サールール・ハンＳ目ｌｐｒＫｈ５ｎ。彼にはトルキスターンの支配権（ｑａＺ２５）が

あった。１５０年間統治した。彼の時代に預言者スレイマーンがいた。カーウースも同
時代の人であった。

34代、プクドウーズ・ハンBukduzKh目n゜彼はただ一つの神を信じる敬虚な人であ

った。彼の寿命は100歳であった。彼の時代にサウロＴａｌｕｔとゴリアテＪ目ｌｐｔが争った。
預言者ダーウドが、使徒となった。ゴリアテは彼の手で倒された。

35代、アウリヤートロｕｒｉｙ百t。彼もまた預言者たちの信仰に篤かった-彼に平安あれ。

36代、パヤート・ハンBay目ｔＫｈ目n゜彼は、大軍が彼一人と敢えて戦わないほどの非

常に勇敢な帝王であった。彼は自分の軍隊から離れて、一人で敵中に扱って出た。

－３５－
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多くの戦いで勝利した。８０年間統治した。

37代、ウグーズ・ハンUghpzKh目n゜彼は慈愛深く、畏敬の念を持ち、敬度な帝王で

あった。120年間統治した。偶像礼拝者であったクーングラートQpnghur百t部族と戦

った。彼らが従順、服従、礼拝、知識、正道、正義の道を歩むまで。彼の時代にマ

ヌーチェヒルの息子のカイクパードが帝王であった。始めはモーゼとイスラエルの

諸族、最後は彼の統治の時代であった。モーゼが死亡するとヨシュアが彼の時代に
預言者となった。また彼の後は、ズルカフルDhpal-Qaflが。

38代、イールドウールキーンＴｌｄｐｒｋｉｎ。彼も預言者の信仰を持つ帝王であった。短
期間帝王の座にあった。

39代、ビースート・ハンＢ１ｓＤｔＫｈ目ｎ．彼は120年間帝王の座についていた。モンゴル

の軍隊が彼の父の家を攻めたとき、彼の母は彼をはらんでた。闘争の途中を出産し

た。母は彼を路上に放置して、逃げた。ある老婆が彼を取り上げて、慈しみ育てた。

４カ月間彼をIこ牛乳で育てた。彼の父が王座に戻って、このことを知ると老婆から

取り戻し、彼にビースートという名前をつけた。彼の時代にマヌーチヒルが帝王で

あった。モーゼー彼に平安あれ－は、この時代に預言者であった。アフラースイヤ

ーブも同時代の人で、東方とトゥーラーンの地を治めた。イーラーンとトゥーラン

の境界はこの時代に定まった。イーラーンはマヌーチェヒルにトゥーラーンはアフ

ラースィヤーブに決まった。

40代、ヤクンドウル・ハンＹａｋ､ｄｕｒＫｈ５ｎ。彼は５０人の兄の後、母から生まれてきた。

-３７－
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非常に美しく、美貌の点で兄弟達全部に勝っていた。三年間、カラコルムＱａｒ５ｑｒｕｍ
で、統治した。敬虚、信仰が篤く、行いの正しい人であった。140歳が彼の寿命であ
った。この時、シャイーブ・イブン・マディーン・イブン・イプラヒムー彼二平安
アレーが、預言者として送られた。彼の民族は、枡、物差し、秤をほとんど知らな

かった。どのようにして彼らに神の教えを説き、忠告を与えても従わなかったので、
熱で滅ぼされた。

41代、イルドウズ・ハンＹｉｌｄｕｚＫｈ５ｎ。彼は母親から生まれでたとき、彼の毛髪の一

本一本が、星のように光り輝きいていた。このため彼にイルドゥズ（星）という名
前が付けられた。偉大な帝王であった。彼にはモンゴル人との間に２０回の戦、聖戦
が起こった。大部分は彼が勝利した。その時、アイユーブ・イブン・アヌーシュ・

イブン・ダアル，．,．ｒ・イブン・アイス,Ａｉｓが預言者（peighanbarvas目ｈｉｂ－ｉｄａ，

avat）であった。彼には二人の息子があり、ズルクフルとパシヤルである。彼らの

後、アイスの子孫からは預言者はでなかった。アイユーブは９３年生きた。

42代、イールーク・ハーンＴｌｐｋＫｈ目n゜彼は唯一神を信じ、敬虚であった。キプチヤ

ーク草原の諸王国は彼のものであった。敵と反対者から地表を開放した。彼の時代

には人々は正しかった。このため彼をイールークと呼んだ。彼の時代に預言者ユー
スフとヤクープがいた。

43代、ボグラー・ハン。彼もトルキスターンの諸王国を統治した。彼は大変な勇気

を持ち、敬虚、公正であった。ほとんどの時間、拝火教徒であったコンギラート部
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倒すほど力が強かった。このため彼をボグラー・ハンと呼んだ。彼の時代に、預言
者ヤクーブがいた。

44代、トガーン・ハンTogh曰ｎＫｈ５ｎ。彼は同じ信仰、慣習、道徳であった。ヒンド
とカシミールの境までのトルキスターンとサイラームの諸王国は彼のものであった。
長い間異教徒と戦った。イブラヒム・イプン・アウルAurはこの時代に遣わされた。
帝王で偶像礼拝者の圧政者ニムルドー彼二呪いアレーは、今日バグダードとイラー
ク・アラビーと呼ばれるパービルを支配していた。彼の星占い師達は(よ、今年息子
が生まれる、と言った。汝の破滅は彼の手によるであろう。ニムルドは妻の家ごと
に、息子が生まれたら知らせるように命じた。イブラヒームの母が出産した時、イ
プラヒームを洞窟へ連れて行き、こっそりと育てた。彼女は夫に言った。私に男
の子が生まれましたが、死んだので、埋葬しました。この物語は最後まで知られて
いて、有名である。

45代、イーマル・ハンｍｒＫｈ目､、即ち、よい富者。200年間統治した。

46代、チヤーウル・ドウール・ハンＣｈ目ｕｒＤｄｒＫｈｍｏ名のある、大声。８０年、間父
の諸王国で統治した。大部分の時間をヒンドの異教徒と戦った。

47代、イエクドウーズ・ハンＹａｋｄｐｚＫｈ目､、すなわち常に善行。彼のまた神を信ずる
ものであった。彼の寿命は９６年で、タラースで統治を行った。

48代、パーイスンクル・ハン。彼には多数の臣民と家臣がいた。あらゆる品々から

-４１－
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なる数え切れない程の富を持っていた。プールグチーン・トウークームBDrquchln、
クーリーQuri、キールギーズＱＴｒｑｌｚの地方に夏と冬の遊牧を行った。あらあらゆる

種類の500羽の鳥を捕ったと語られるほど動物を狩ることを好んだ。このため彼をパ
ーイスンクル（隼の王）と呼ばれた。

49代、イールカーン71ｋ百ｎ,即ち国持ち。彼もまた神を信じた。３００の町々を持ってい

たと語られている。モンゴルの軍隊の大部分を自分のものにした。１２０年間統治した。

50代、イールク・ハンＴｌｋＫｈ５ｎ。彼は一神教を信じ、113年アミールの地位につい
ていた。

51代、パカンドウル・ハンＢ・ｋａｎｄ・ｄｒＫｈ５ｎ、すなわち親族の誰よりも勇者、勇敢

である。長い間、キタイの国で異教徒と戦った。６２年間統治をおこなった。

52代、帝王パーヤンドウル・ハンB5yandurKh5n。彼は自分の統治の時代、イ _フ

-４３－
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草原の大部分を征服した。バジュナークbjn目qは彼の弟であったが、サイラームで跡

継ぎとした。自分自身は、カラーパーグの夏宮地、ククジェ・デニズの冬営地に向

かった。大集会を行い、多数の集まりを持った。大宴会を開いた。トルコ人の言葉

で、パン・イェヴィ（ｂａｎｅｖｉ）と呼ばれる非常に大きい黄金のテントを建てた。こ

の宴会で１２万頭のアルカジ羊（gusfand-iarkaj）と９千頭の雌馬と１万８千頭の牛

を殺した。トルコ人の言葉でグル（ｇｕｌ）と呼ばれる三つの貯水池を１つは、シャル

バットで、一つは乳で、純粋の蜂蜜で造って、自由に飲ませた。際限のない金銀を

金で飾られた帯と金銀の太刀をつるベルトとともに与えた。自分の息子達に数えき

れないほどの諸王国を与えた。この数日の間に神のお召しを受け入れた。

53代、クーン・ハンＫﾛｎＫh百n゜彼は一神教を信ずる帝王であった。オグズの後、統

治権は彼に届いた。９３年間、王位にあった。あらゆる親族、婚族の全てに対して万

全の保護、尊敬、考慮、寛大を払った。オグズが征服した国々の大部分を自分の命

令のもとにもたらした。征服したものを喜んであるいは強制的に服従させた。

54代、オグーズ・ハンUghdzKh目n．彼は神を恐れ、禁欲を行った。イーラーン、ト

ゥーラーン、シャーム、ミスル、キプチャーク草原、ヒンド、カシミール、キタイ、

トルキスターンおよび地上のその他の国々を自分の支配権の中にもたらした。６０年

-４５－
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問、世界を旅行した。堅固な城々を旗印のもとに征服し、従えた。国々の包囲、礼

拝者の全てから害悪、不正、腐敗の除去の後、彼の元々の住処であるサイラームの

町に帰った。大きな集会を行った。黄金のテント建てた。彼の光りの輝きは、月の

量に炎を投げた。彼の高貴なテントの裾で、雲の姿を見て、雨が降り注いだ。その

骨を繋ぐ時、あまりの滑りのよさに、鎖を車の輪に、ロープを点の首に掛けた。彼

の様々な光りの輝きで、動くものと不動のものの軸を束ねた。傘で描かれた地図の

軸線は、美しい塔の機軸と枠組みのような飾りの中で、チューリップのグラスが夜

露をエラムの園で、清らかな水と空気を好んで、彼の心を開く塔を手の平の中に置

いた。緑の野の若者の前に、奉仕に立った。年報と充分な贈り物の為に。

ニザム

エラムの園のような広い平原へ

そこには、何人も土と石を見ず

彼の時は、常に五月の如く

春の如き、宴を張り、

悲しみを癒し、喜びは増す。

彼の上に様々な喜びの風が吹く゜

彼の時は、常に天国の空の如し。

恩恵の石を持て、果樹には果物。

地面には絨毯を敷き、道には敷石を延べ始めた。

現れた、寛大、恩恵の呼びかけから。

彼に一片のパンがあった時。否、太陽の

圧迫、不正の手は縛られたので。

礼拝の呼びかけが人々の長の上に

月の食卓を整えた

宝と恩恵において、かく明け開く、
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１２万頭のアルカチの羊と９千頭の雌馬と１万８千頭の牛がこの宴会で宮廷の食卓に

与えられた。彼は数限りない金銀を兵士と諸部族の長達に与え、諸王国を息子達に

与えた。彼は、ククジェ・デニズ地方で「実に神はラート１５ｔを作られた」。死の馬
を彼の宮殿の門へ引いた。彼を消滅の館から永遠の館へ到着させた。

５５代、カラー・ハンＱ５ｒ百Ｋｈ百ｎ．彼もまた強大な帝王であった。兄弟と多数の軍隊

を持っていた。タラースからサイラームとボハーラーに至るトルキスターンの諸王

国が彼のものであった。彼らは、ヒジヤーズとシヤームの間のヒジヤルＨｉｊａｒの地に

住んだ。彼らは強大な人々であった。光栄ある高き神は、サムード・イブン・ハー

セド・イブン・サーム・イブン・ヌーフの子孫である預言者サーリフー彼二平安ア

レーをこの人々に神の教えを証明するために遣わした。サーリフＳ目ｌｉｂは言った。

「何でも選ぶものをこの場に出してみせよう」。人々は答えた。「もし汝の神が、

我々に乳を与えるために仔を連れた石の酪駝を出せば、汝を信じよう」。サーリフ

は祈った。望まれたとうりの１頭の火打ち石の賂駝が現れた。人々はこれを見て、

魔法だと考えて、その酪駝を壊そうと襲いかかった。その仔酪舵は山の上に登った。

趣'マレ一子し迂当ﾗﾝＬｏにαノレＬ１Ｔと程イレノこ口(ノリ稲駈と江iせ'工、孤迂イ百じよつ」。サーリフ

は祈った。望まれたとうりの１頭の火打ち石の賂駝が現れた。人々はこれを見て、

魔法だと考えて、その酪駝を壊そうと襲いかかった。その仔酪舵は山の上に登った

三度、鳴いた。サーリフは人々に言った。三日後、偉大なる征服者が汝らを苦痛、

罰に落とそう。４日目、天の方から大声が聞こえた。 全員を一遍に滅ぼした。
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５６代、デイーブ・バーグイーＤｉｂｂ目ｑｐｙｏアード，閂dとサムードThamDdの民も彼の子
孫である。預言者フードHudは、アードに５０年間教えをといたが、彼らは信じなかっ

た。神は彼らを風で滅ぼした。シャームの時代に別の集団がいたが、彼らもまたア

ードの子孫であった。彼らにはサデイード・イプン・アード・イブン・アマークと

いう長老がいた。フードー彼二平安アレーは、彼に教えを説いたが、信じなかった。

彼は300年間統治をおこなって、異教徒として死んだ。彼の兄弟シャッダードは彼の

地位についた。偶像礼拝を復活した。預言者フードは彼に教えを説いたが、彼は、

「もし私が、汝に従ったら、汝の神は何をするだろうか？」。彼は答えた。「汝に

永遠の天国を与えられる。老いを知らぬ天使が汝に与えられる」。彼はいくつかの

天国の特質を彼に数え上た゜彼はこれに対して、言った。「私は、百の美点、新鮮

さ、美、鮮やかさのある天国を自分で造る」。彼はあらゆる地域から金、銀、宝石、

龍誕香、サフランおよびあらゆる高価なものを集めた。そして、シャームの地域に

天国を建設した。金の煉瓦、銀の煉瓦から１万２千の金銀の胸壁を城壁の上に築い

た。あらゆる種類の宝石の枝の金の木々作った。土の代わりに嬬香とサフラン、石

の代わりに、ルビー、紅玉、トルコ石、珊瑚を巻いた。完成までに500年の間、当代

の名工が仕事に務めた。完成すると彼に知らせた。彼はそれの中を散策することを

－５１－
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望んだ。天から大声が聞こえた。彼を友人達、仲間達の大勢もろとも、破滅の館へ

と導いた。

57代、アプルジヤ・ハンＡｂｕｌｊａＫｈ目n゜彼もまた同じように、その国で統治した。

58代、ヤペテＹ５ｆｅｔｈ・イブン・ヌーフ。彼の兄弟はサームであった。預言者達が彼

から起こった。彼の兄弟ハームは、スーダーンの父である。

59代、預言者ノアNph。彼の上に平安有れ。彼の時代に一人の帝王が現れた。彼の名

前はビユーラースブBypr5sbで、西の方から大軍を集め、ジヤムシードを殺した。彼

の王権を奪った。この人物は偶像礼拝者であった。預言者ノアは彼を950年間教化し

ようとした。彼の一族は６０人を除いて誰も神を信じなかった。ノア彼らを船でつれ

去った。残りのものは、嵐が滅ぼした。

60代、Ｌ､Ｍｋ。彼は、ジヤムシードJamshldである。フーシヤングHpshangの後。帝王

になった。槍ｈａｒｂｅ、剣ｓｈａｍｓｈｌｒ、短剣ｋ目rdのような鉄の武器は彼が作った。木綿

karbas、絹ａｂｒＴｓｈａｍ、色とりどりの染料ranghaは、彼が発見した。鬼（Ｄｉｖ）達に風

呂hamm百mを作るように命じた。彼らは海に飛び込んで（ghawasT）、宝石を持ってき

た。彼らは、人々を教育し、様々な方法を示した。鴎香、沈香，ロd、齋香と龍誕香を

混ぜ合わせた香料（９h百liyye）等の良い香料は、彼を発見した。彼は人々を４つの

身分に分けた。第一は、学者と書記、第二には兵士、第三は農民で、耕作し作物を

育てる者である。第四は数と技術の持ち主である。ニールーズN1rDz、ファルヴァル

デイーンFarvardin、オルデイーベヘシュトOrdiBeheshtの様な古い日月の名称は、

彼が決めたである。700年が彼の人生の長さであった。彼は決して頭痛になることが
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なく、けして、発熱することもなかった。その後、騎りの悪魔ｇａｌＵｒ－ｉｎａｆｓと虚偽

の悪魔ｓｈｅit目n-iminkhad'に道を踏み外した。彼の登り行く最後の場所を真っ直ぐ

な道から投げ捨てた。壊れた祈りの屋根の上で不服従の意志をもたげた。ビューラ

ーストによって滅ぼされた。

61代，Ｍｔｕｓｈ､１．ｋｈ，、彼は使徒（ｎａｂｉ）であり、君主（ｓｕｌｔ目、）でもあった。彼の生

存期間は、千９０年続いた。

62代，Lkhndkh．。彼は使徒イドリースＩｄｒｌｓであった。彼二平安アレ。ソノ曰二、生

キテイテ、天上ニアルヨウニ。360歳になったとき、天寿に達した。正義、栄光、偉

大なるお方は彼を天に召した。

63代、ミフラーイールＭｉｈｌ５Ｔｌの息子ビルドＢ､ｒ､．。彼は預言者（peighanbar)であっ

た。彼の人生の長さは922年であった。

64代、キーナーンＱｉｎ５ｎの息子ミフラーイール。彼もまた預言者であった。926年生

きた。

65代、アヌーシュ．nusの息子キーナーン。彼もまた預言者であった。彼の人生の長

さは、695年であった。人々を教化した。

66代、アヌーシュ。彼は預言者であった。彼の人生の長さは、912年であった。

67代、使徒シースＳｈｌｔｈ。彼の人生の長さは、600年であった。

68代、アダム同dam。彼と我々の使徒達とその他の使徒達と使者達（mursilTn）に彼

ら全ての子孫にまたその他の有徳（ｓ目ｌｉｈｌｎ）の上の使徒、預言者、全人類の父（A

bpal-bashar）であった。彼の情報はよく知られている。

－５５－
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